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Heteiocapsa｛eiteularisquama を殺滅す る細菌の 殺藻物質
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【目的 】有害赤潮藻 ffeterocaρsa 　cゴrcularisqama （Hc）は 二枚貝 を特異的に殺滅 し 、 カ

キ養殖 に甚大 な被害を及 ぼす こ とか ら、 防除法の 開発が急務 とな っ て い る 。 そ こ で 、

Hc を殺藻する 細菌を用い た防除法 を確立す る こ とを 目的 と し、赤潮発 生海域で ある広

島県江 田島湾か ら Hc を完全 に溶藻する殺藻細菌 EHK− 1 株 を分離 した 。
　 EHK− 1 株は Hc

と二 者培養す る と 、
フ ラス コ の 底に マ ッ ト状に増殖 し、

Hc は マ ッ トに取 り込まれ た形

で溶藻 され る 。 今回は、EHK− 1 株に よ る Hc の 殺藻機構を明 らか にするた め 、
　 EHK−1株

か ら分泌 され る殺藻物質の 有無 を調 べ た 。 さ らに 、 EHK− 1 株 か ら分泌が確 認 された殺

藻物質に つ い て 若干 の 検討 を行 っ たの で 報告す る 。

【方法 】最初 に 、 溶藻 に EHK− 1株 と Hc の 接触が 必要で あるか を検討 した 。
　 EHK− 1 株 と

Hc を 、
0．2μ m の フ ィル ターを隔て た二 槽培養槽で培養 し、

　 Hc の 溶藻を直接検鏡法 に

よ っ て評価 した 。 次に EHK− 1 株 と Hc の 二 者培養実験を行 っ た 。
　 Hc培養液に EHK−1 株

を接種 し 、 経時的 に二 者培養 ろ液 を採取 した 。 培養 ろ液 を限外 ろ過 によ っ て 分子量分

画 し
、

バ イオ ア ッ セ イに よっ て各画分の 殺藻活性を評価 した 。 さらに 、 最も活性 の 強

か っ た画分を試料 として殺 藻物 質の 熱安定性 を検討 した 。 試料を 25℃ 〜 100℃ で 10 分

間処理 、 あるい は 121℃ で 15 分間オー
トク レ ープ処理後 、 残存活性をバ イ オ ア ッ セ イ

に よ り評価 した 。 また、二 者培養 ろ液 中の 殺藻物質 の 有機溶媒親和性 を検討 した 。 Hc

培養液 に EHK− 1 株 を接種 し、48 時間後 の 培養 ろ液 に酢酸 エ チル を加 えて 水溶性画分 と

酢酸 エ チル 可溶性 画 分に二 層 分配 し 、 そ れ ぞれ の 画 分 の 殺 藻活性 をバ イ オ ア ッ セ イ に

よ り評価 した 。 殺藻活性 の あ っ た 画分 を さ らに 、
ヘ キサ ン ／90％ メ タ ノ

ー
ル で 二 層 分

配 し 、 それぞれの 画分 に つ い て 殺藻活性 の 有無を検討 した
。

【結果及び考察】二 槽培養 におい て 、 同槽に両者を添加 した 場合 と 、 上槽に EHK− 1株 、

下 槽に Hc を添加 した場合に殺藻活性 が見 られた 。 二 者培養 実験 におい て 、 接種後 30

時間以降の 分子 量 3 千以下の 画分に殺藻活性 が存在 し、活性 は経時的に強 くなる傾向

が 見 られ 、 接種後 48 時間の 分子 量 3 千以 下 の 画分 に最 も強 い 活性が認 め られ た 。 接

種後 48 時間の 分子量 3 千以下の 画分を用い て殺藻物質の 熱安定性を検討 した結果 、

全 て の 処理 区で殺藻活性 は失 われ なか っ た 。 また 、 有機溶媒親和性 を調 べ た 結果 、 酢

酸 エ チル 画分に殺 藻活 性 が存在 した 。 そ の 画分 を さらに 、
ヘ キ サ ン ／90％ メ タ ノ

ー
ル

で 分画 し、活性 を調べ た結果 、
90％ メ タ ノール 画分に殺藻活性が 確認 され た 。 こ れ ら

の 結果か ら 、 EHK− 1 株は Hc へ の 直接接触 に関わ らず殺藻す る、殺藻物質分泌型の 殺藻

細菌で ある と考え られる 。 また 、
EHK− 1 株の 分泌する殺藻物質は分子 量 3 千以下の 熱

に安定な物質で 、90％ メ タノール に可 溶で あ っ た 。
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